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年間比較

戸数 総頭羽数 頭羽数/戸 戸数 頭数 総頭羽数 戸数 総頭羽数 頭羽数/戸(倍）

乳用牛 160,100 1,793,120 11.2 12,600 1,356,000 107.6 8% 76% 9.6

肉用牛 473,600 1,847,040 3.9 38,600 2,687,000 69.6 8% 145% 17.8

豚 223,000 7,448,200 33.4 3,370 8,956,000 2,657.6 2% 120% 79.6

採卵鶏 509,800 152,430,200 299 1,690 128,579,000 76,082.2 0.3% 84% 254.5

ブロイラー 11,540 87,657,840 7,596.0 2,100 141,463,000 67,363.3 18% 161% 8.9

計 1,378,040 251,176,400 58,360 283,041,000 4% 113%

1975 2023 48

飼養規模の変化（48年間比較）

畜産の持続的発展のためには
★家畜伝染病の発生・まん延防止 ★排せつ物処理費用・労働軽減→低コスト生産

25分の１

インテ
グレ化

集約化・多頭化の向上



竹は？：イネ科の植物

〇世界的
1,500種類、1,600万ha
80%:熱帯地方⇒その90%：アジアの熱帯～温帯地方に生息

〇日本
日用品（箸・かご）、工芸品に使用
盆栽的用途、農業・漁業用資材
生鮮食品（タケノコ）
竹冠（筍、節など）：500以上

⇒ 日本人の生活に溶け込む。



竹・笹の生育ゾーン

世界的竹の分布



西日本、特に九州に多い

日本における竹の分布



10％

22％

増加率

14％



放置竹林



放置竹林有効活用包括連携協定（出水市）

2024/2/1宮崎県（12）、鹿児島県（3）、計15市町と協定締結



笹サイレージの栄養価

乾物率（高いほど濃厚飼料の摂取量の削減可）、TDN（可消化養分総量：代謝エネルギー）、DCP（可消化
蛋白）、CF（粗繊維）、 ビタミンA（粘膜に作用、呼吸器病・消化器病の発生抑制）
肥育牛：従来VAを抜く傾向であったが関節炎、盲目などのリスク。現在は健康維持を確保するためにVA補給
繁殖牛：受胎促進



ハニカム構造内の無数の乳酸菌



畜種 給与率 生産者 生産性向上 臨床症状 機序（考察） 経済効果 環境効果
肉質向上

和牛甲子園特別賞

体細胞減少 乳代損失額減少

出荷日齢短縮、肉質向上

畜産共進会連続優勝

小林：卵肉兼用
発育促進、肉質向上、卵質
向上（黄身）

食欲亢進
乳酸菌による消化吸収
促進

飼料代削減、肉
高値販売

えびの：採卵
卵質向上（黄身）、加工向
け（お菓子）

食欲亢進
乳酸菌による消化吸収
促進

飼料代削減、卵
高値販売

注）段階的に給与

家畜への効果

4㎏/日

4～６㎏
/日

2～10％

2%

豚 都城：豚（一貫）

鶏

ハエ発生抑
制、臭い発生
抑制

飼料代削減、乳
代アップ、乳損
失額減少

発育促
進、食欲
亢進

乳酸菌による消化吸収
促進

飼料代削減、肉
販売価格向上

鹿屋：公立農業
高校

肉用牛
（肥育）

食欲亢
進、発育
促進

第一胃機能亢進、乳酸
菌による消化吸収促進

飼料費削減

繁殖成績向上、乳量アッ
プ、空胎日数削減、体細胞
減少

食欲亢進
第一胃機能亢進、乳酸
菌による消化吸収促進

都城：酪農
酪農







<経済効果：約4,000万円＞
①乳量の増加 3,400万円
②濃厚飼料2㎏削減 400万円
③ビート→笹サイレージ 300万円
④チモシー削減
⑤空胎日数削減
⑥体細胞乳代損失 など
＜その他＞
臭気軽減、ハエ発生 （デーリーマン2023・11号）

＜参考：豚＞
母豚 500頭
出荷豚 約13,000頭
濃厚飼料削減量/頭 50㎏
濃厚飼料削減額 4,000万円余り
（NHK:おはよう日本で放映）



南日本新聞 知事表敬訪問 ２

南日本新聞 1/22

鹿屋市役所 垂幕



No.12
29%

44%

83% 100%

鹿屋農高の肥育牛出荷成績の推移



鹿屋農高；笹サイレージを給与して作出
したA5:12の牛肉（サーロインブロック）



2022/7/26南日本新聞「論点」





竹の飼料化
（家畜や生産物に対する有効性の根拠解明）

全竹材
（笹サイレージ）

細粉
糖蜜添加

ラッピングサイ
レージ40日間

サイレージ栄養成分検査
サイレージの急性・慢性毒性検査
消化吸収の変化、脂肪交雑への影
響、肉の変化（オレイン酸）
乳量・乳成分への影響、卵黄・筋肉
の色変化、全卵成分の変化、増体へ
の影響、畜産臭の抑制、衛生害虫の
発生抑制、
土壌の物理性、生産量アップ、食味
向上、病害虫の防除等

根拠解明

産学官連携研究

有
用
性
確
認

飼料の2－
5%給与等

牛
豚
採卵鶏
ブロイラー
耕種（稲、サ

ツマイモ、ショ
ウガ、キューリ、
ピーマン等）有用性をアピール

肉・卵・牛乳への好影響
環境対策

飼料自給率の向上
食料自給率の向上
耕種生産性の向上（量、食

味、病害防除）

販
売
量
向
上

（目標）畜産・農業経営のコスト削減→経営改善・向上、住環境との調和



牛に食い込ませるには？









儲かるためには、他人と違うことを実施！

高齢化・後継者不足
働き方改革

集約化・多頭化
飼料費高騰

肥料費の高騰
排泄物処理コスト増etc

＜畜産農家のお困りごと＞

笹サイレージの給与

粗繊維が多い→濃厚飼料の減→原
虫・微生物の増殖→第１胃機能亢進
→コレステロール増→ホルモン活性
→繁殖成績向上→生産性の向上

自然の乳酸菌存在
→消化吸収亢進→乳量・肥育成績向
上
→畜産臭の低減
→衛生害虫発生の低減

バイオマス発電（個別・
集合・混合型）

家畜排せつ物処理が困難→バイオガ
ス発生→発電→自家消費
家畜排せつ物以外のバイオマス混合

消化液の利用→飼料畑への散布・販
売
搾りかす→敷料再利用→乳房炎・下
痢等の軽減
熱利用→ハウス園芸と連携→ヒート
ポンプ利用で暖房/冷房利用

安価で個人で直ちに取り
組み可

高額・地域のコンセンサ
ス・数年の吟味が必要

住環境と調和し
た畜産の持続的
発展を実現
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